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宇治市開浄水場体止・府営水への切け替え

市
ヽ

裁
判
所
の
仮
処
分
決
定
待

午
前
２
時
半
す
ぎ
、
執
行
困
難
と
判
断

宇
治
市
水
道
部
は
、
開
浄
水
場

（神
明
宮
北
６５
）
の
体
止

・
府
営
水

へ
の
給
水
切
り
替
え
の
た
め
、

２２
日
午
前
零
時
前
に
職
員
約
２５
人
を
動
員
し
て
現
地
に
入

っ
た
が
、

「
切
り
替
え
断
固
阻
止
」
を
掲
げ

る
開
地
区
自
治
連
合
会

（俊
正
和
寛
会
長
）
な
ど
の
住
民
約
１
０
０
人
が
車
両
７
台
が
現
地
到
着
す
る

が
減
ら
ず
、
切
り
替
え
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
の
近
づ
い
た
午
前
２
時
半
過
ぎ
、
市
は
執
行
中
止
を
住
民
に

伝
え
た
。
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つ
方
向

あ
る
指
摘
を
し
て
い
る
の

に
な
ぜ
、
無
理
を
通
す
の

か
」

「
仮
処
分
決
定
を
待

つ
の
が
筋
」

「
市
と
し
て
、

も

っ
と
柔
軟
性
を
も

っ
た

対

応

が
あ
る

は
ず

だ
」

「
私
ら
に
回
汚
い
言
葉
を

こ
れ
以
上
吐
か
す
な
」
な

や
と
、
水
道
部
職
員
ら

“
一

潮
し
い
Ｅ
誘
て
寵
を
簡

て

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小

西
水
道
部
長
が

「
こ
れ
以

上
は
、
軋
蝶
を
生
む
可
能

性
が
あ
る
の
で
帰
る
が
、

こ
ち
ら
の
対
応
は
正
し
い
」

な
ど
と
言

っ
て
、
約
３０
分

あ
ま
り
の
や
り
取
り
で
現

地
か
ら
引
き
返
し
た
。

住
民
ら
は
、
今

一
度
、

水
道
部

の
現
地
執
行
が
こ

の
日
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
警
戒
。
年
前
２
時
ご

ろ
ま
で
待

っ
た
が
、
苛
立

ち
も
募
り
、
住
民
代
表
数

人
が
水
道
部
庁
舎
を
訪
れ
、

同
部
長
に
執
行
の
中
止
を

確
認
し
た
。

３
時
す
ぎ
か
ら
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
７０
～
８０
人

の
住
民
が
集
ま

っ
て
報
告

集
会
を
開
き
、
俊
正
会
長

が

「
民
主
主
義
に
は
時
間

が
か
か
る
。
こ
う
し
た
試

練
を
乗
り
越
え
な
い
と
事

は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。

市
長
は
３
月
中
に
開
浄
水

場
の
息
の
根
を
止
め
る
気

で
い
る
。
３
た
び
執
行
さ

れ
て
も
、
迎
え
撃

つ
決
意

を
持
と
う
」
な
ど
と
話
し
、

散
会
し
た
。

水道部の休止執行の通告に対し、断固阻止と対時する住民ら


